
令和８ 年 1 月 10 日

9 時 0 分から 18 時 0 分まで あり なし

健康・生活

運動・感覚

認知・行動

言語
コミュニケーション

人間関係
社会性

法人（事業所）理念
・心身共に健康に成長できるような居場所となる。
・子供たちの身辺自立を目指します。一つでも、小さなことでも、自分で出来る事を増やします。
・人との関わりを大切に出来る大人になれるように支援します。

事業所名 ティアラ　リノ 作成日支援プログラム（放課後等デイサービス）

・製作活動を通じて「やり遂げた」という達成感を感じれるように支援します。
・タイムテーブルの確認により時間を意識し、切り替えて行動できるように支援します。
・小集団での遊びの中で、人との関わりを学べるように支援します。

・遊びや様々な活動を通じて多くの言語に触れる。
・自己紹介や質問に答えるなど、みんなの前で自分の思いを発表する機会を設ける。

・職員や友達と一緒に行う遊びや活動を通して他者との関わりの経験を積んで行きます。
・長期休暇などの活動で、公共交通機関の利用や買い物の練習をすることで地域との交流を行います。
・場面に応じた挨拶や、「ありがとう」「ごめんなさい」などの言葉が言えるように支援します。

支援方針 一人ひとりの日々の様子をしっかり見ながら、心の動きに寄り添い支援します。

営業時間 送迎実施の有無

主な行事等
・季節に合わせた行事（お花見・子供の日・七夕・ハロウィン・クリスマス・お餅つき・節分・お雛様）
・長期休暇期間に、公共交通機関を使ったお出かけ。水遊び、工場見学などを実施。
・家族の方も参加頂くイベントなどを実施。

（別添資料１）

家族支援
・家族からの相談や悩みに対しての助言。
・家族の休息・リフレッシュ。

移行支援 学校などへの情報共有

地域支援・地域連携
・学校からの相談や共有があれば、療育的視点での提案や助言を行う。
・関係する放課後等デイサービス事業所、相談支援事業所に様子を報告するな
ど、情報を提供し連携を図る。

職員の質の向上

・支援の中での気付きや変化は職員間で共有し、積極的に職員間で話し合
いを実施。
・社内、社外研修（虐待防止・ハラスメント・感染症予防等）
・職員のリラクゼーション（ヨガ等）

支　援　内　容

・健康状態の把握をします。
・トイレに行くタイミングを声掛けします。
・手洗いや身支度などの仕方を絵カードなどを使い視覚支援します。

・遊びや活動を通じて刺激を与え、様々な感覚を養います。
・ラジオ体操、ミュージックケアなどリズムに合わせてからだを動かすなどの運動を行います。
・ノリやハサミを使った制作や、ブロック、粘土等で指先の動きをコントロールする力を付けて行きます。

本
人
支
援


